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「
水
辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
河
川
を
身
近
で
安
全
な
水
辺

と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
自
然
体
験
・
学
習

の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
、
そ

こ
で
学
ん
だ
り
遊
ん
だ
り
す
る
内

容
、
仕
組
み
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
地
域
の
人
と
協
力
し
な
が

ら
作
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
や
地
域
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
、
生
活
様
式
の
変

化
な
ど
か
ら
、
屋
外
で
遊
ぶ
こ

と
、
集
団
で
遊
ぶ
こ
と
が
減
っ
て

き
て
い
る
と
い
わ
れ
る
子
ど
も
た

ち
の
、
川
で
の
活
動
を
積
極
的
に

支
援
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
が

平
成
八
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
も

の
で
す
。

　
「
真
名
川
水
辺
の
楽
校
」
は
、

平
成
十
三
年
一
月
に
、
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
登
録
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
学
識
経
験
者
を

は
じ
め
学
校
関
係
者
、
地
域
の
代

表
、
行
政
関
係
者
な
ど
で
構
成
す

る
「
推
進
協
議
会
」
と
「
研
究
会
」

で
、
現
地
調
査
や
情
報
収
集
、
研

究
集
会
や
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
計
画
の
基
本
理
念
を

「
ふ
る
さ
と
の
川
・
真
名
川
の
魅

力
あ
る
水
辺
の
復
元
」
と
し
、
計

画
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

は
「
生
物
が
す
む
場
に
し
よ
う
」

「
ふ
れ
あ
う
、
遊
ぶ
、
学
ぶ
、
育

て
る
場
に
し
よ
う
」「
安
心
で
豊

か
な
場
に
し
よ
う
」
の
三
つ
に
ま

と
め
ま
し
た
。 

大野市
下水処理
センター

あっ宝んど

「水辺の楽校」の対象区域

推進協議会の様子

　
　
　

 

階段

湿地帯遊歩道

休憩施設

遊歩道

飛び石

遊歩道

休憩施設

瀬

砂利状の河原

ふち

瀬 飛び石

瀬

砂利状の河原

中州

ふち

休憩広場

遊歩道

階段

休憩施設

わき水

真
名
川
水
辺
の
楽
校  

実
施
計
画

真
名
川
水
辺
の
楽
校  

実
施
計
画

上流→
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実
施
計
画
で
は
、
基
本
計
画
の

「
整
備
」
と
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト(

管

理)

」
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な

内
容
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
施
設
整
備
な
ど
の

ハ
ー
ド
面
と
、
川
遊
び
や
体
験
学

習
、
施
設
の
管
理
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
両
方
か
ら
連
携
し
て
、
真
名
川

水
辺
の
楽
校
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
す
。

　

整
備
計
画
で
は
、
上
記
の
理
念

や
考
え
方
を
基
に
し
て
、
多
種
多

様
な
魚
な
ど
が
成
長
し
や
す
い
瀬

や
ふ
ち
の
復
元
を
は
じ
め
、
砂
利

状
の
河
原
や
中
州
の
創
出
、
子
ど

も
た
ち
が
わ
き
水
や
魚
と
触
れ
合

う
こ
と
の
で
き
る
場
所
や
、
自
然

観
察
に
利
用
し
や
す
い
休
憩
施
設

な
ど
を
考
え
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
は
、
す
べ
て
の
人
た

ち
が
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら

「
遊
び
」「
学
び
」「
冒
険
心
」「
創

造
性
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
の
で
き

る
場
の
提
供
や
、
四
季
を
問
わ
ず

真
名
川
の
自
然
に
包
ま
れ
「
い
こ

い
」「
や
す
ら
ぎ
」
を
提
供
で
き

る
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
な
ど
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

 ・川の分流や整備による瀬やふちの創出
 ・わき水から流れる小川 (小水路 )などの創出
 ・既存の池を改修・拡大化した池などの創出

 ・現況の砂れき地を活用した砂利状河原の創出
 ・砂利状の河原を原則とした中州の創出
 ・わき水に触れることのできる場所の整備

 ・子どもたちが魚などの生き物と触れ合うことが 
できる小川 (小水路 )の整備

 ・トンボなど水辺に生存する生き物を観察できる 
場所の整備

 ・散策路や木製デッキなど遊歩道の整備
 ・坂

は ん

路
ろ

や階段などの整備
 ・河川を横断できるような飛び石の設置

 ・休憩所や自然観察などに利用できる施設の整備
 ・既存樹木の木陰を利用した、休憩広場の整備

 ・休憩用のベンチや案内看板など、安全・快適に
　過ごすための整備

 ・倒木の活用、ヤナギ群落や学術上貴重な樹木の
　保存

【整備する内容】

■基本的な考え方■
生物がすむ場にしよう
ふれあう、遊ぶ、学ぶ、育てる場にしよう
安心で豊かな場にしよう

■基本理念■
ふるさとの川・真名川の
  　　 魅力ある水辺の復元

※水辺 =水域全体

小川

池

休憩広場

←下流

50m 100m0
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「
真
名
川
水
辺
の
楽
校
」は
、

趣
旨
に
賛
同
す
る
人
た
ち
に

よ
っ
て
作
ら
れ
る
管
理
運
営

団
体
と
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
や
市
な
ど
が
相
互
に
連
携

し
、
役
割
分
担
し
な
が
ら
運
営

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
団
体
の
中
で
企

画
会
議
を
設
け
、
整
備
後
の
利

用
や
維
持
管
理
、
観
察
な
ど
に

つ
い
て
企
画
や
調
査
、
検
討
を

行
い
、
持
続
的
に
利
用
で
き
る

環
境
を
整
え
ま
す
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
管
理
）
計
画

は
、
真
名
川
水
辺
の
楽
校
を
持
続

的
、
友
好
的
に
活
用
す
る
た
め
、

管
理
や
運
営
、
利
用
な
ど
に
つ
い

て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
「
利
用
」「
維
持
管
理
」「
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
（
監
視
・
観
察
）
調
査
」

の
相
互
に
関
連
す
る
三
つ
の
計
画

で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
真
名
川
水
辺
の
楽
校
の
運

営
は
、
地
域
住
民
や
団
体
な
ど
に

よ
る
管
理
運
営
団
体
が
、
行
政
と

連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
全
体
に
つ
い
て

次
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

 

・
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
地

域
住
民
や
民
間
団
体
、
学
校
関

係
者
や
行
政
な
ど
が
一
体
と
な 

っ
て
管
理
運
営
し
て
い
く
こ
と

 

・
水
辺
に
近
づ
く
こ
と
は
危
険
を 

伴
う
が
、
自
ら
の
責
任
に
よ
っ 

て
川
に
か
か
わ
る
こ
と
を
理
解 

し
、
行
動
す
る
こ
と

 

・
生
物
の
視
点
か
ら
川
と
の
関
係

を
持
つ
こ
と
で
、
真
名
川
水
辺 

の
楽
校
と
か
か
わ
っ
た
人
た
ち 

が
、
こ
こ
か
ら
新
た
な
環
境
観 

を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
こ
と
を
目 

標
と
す
る
こ
と

　
「
真
名
川
水
辺
の
楽

校
」
は
、
子
ど
も
た
ち

の
川
遊
び
を
は
じ
め
、

自
然
観
察
や
散
策
、
各

団
体
に
よ
る
生
物
の
観

察
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
使
い
方
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
水
辺
に
近

づ
く
こ
と
は
、
同
時
に

危
険
を
伴
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

利
用
者
や
団
体
に
は
、

自
ら
の
責
任
で
安
全
管

理
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

管
理
運
営
団
体
や
行
政
で
は
、

そ
の
よ
う
な
個
人
や
団
体
で
の
利

用
を
支
援
す
る
た
め
、
自
然
観
察

教
室
な
ど
へ
の
講
師
派
遣
や
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
機
関
紙
の

発
行
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
遊
歩
道
沿
い

の
草
刈
り
や
休
憩
施
設
の
美
化
な

ど
日
常
的
な
作
業
の
ほ
か
、
高
木

の
伐
採
や
流
木
の
除
去
、
水
底
か

ら
の
土
砂
取
り
除
き
な
ど
、
維
持

管
理
に
関
す
る
内
容
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
瀬
や
ふ
ち
、
中
州
な
ど

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
定
期
的
に

調
査
を
行
い
、
整
備
目
標
が
達
成

で
き
る
よ
う
作
業
内
容
な
ど
を
見

直
す
こ
と
も
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
整
備
後
の
「
真

名
川
水
辺
の
楽
校
」
が
、
目
標
と

す
る
川
の
機
能
を
復
元
・
維
持
し

て
い
る
か
を
、
植
物
や
昆
虫
、
魚

介
類
な
ど
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 現地調査の様子

各団体

協力依頼

協力

連携

携
連

携
連

マネジメント（管理）体制

地域の人たち
学校
ＮＰＯ（非営利民間組織）
自然保護団体など

管理運営団体

河川管理者
（福井県） 大野市

企画会議

個人や各団体から参加する
真名川水辺の楽校サポーター

例 真名川を愛する人、川が好きな人
　　川の達人、釣りが好きな人
　　自然愛好家など

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

利
用
計
画

維
持
管
理
計
画

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
計
画



�
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対
象
と
な
る
区
域
を
、
六
つ
の

地
域
に
区
切
り
、
植
物
や
生
物
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
自
然
の
特

性
か
ら
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

　

そ
の
生
息
状
況
な
ど
に
つ
い
て

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
監
視
・
観
察
）

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
、

目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
を
評

価
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
目
標
に
近
づ
い
て

い
な
け
れ
ば
、
原
因
を
追
求
し
必

要
な
方
法
な
ど
を
検
討
。
さ
ら
に

目
標
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
自
然
環
境
の
目
標
を
達

成
す
る
に
は
、
段
階
的
に
事
業
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
手
法
を

導
入
し
、
計
画
の
見
直
し
や
方
法

の
検
討
、
修
復
作
業
な
ど
を
順
応

的
に
行
い
、
継
続
し
て
目
標
へ
と

取
り
組
め
る
体
制
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
河
川
の
整
備
を
段
階
的

に
進
め
、
調
査
や
管
理
か
ら
必
要

に
応
じ
た
見
直
し
を
加
え
な
が
ら

目
標
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
設
課
河
川
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
４
）

今
後
の
進
め
方

ゾーン１
　下荒井橋上流が、カモ類の良好な生息の場とな
っていることから、今後もこの環境を保全し、人
が入りにくい場所として位置づける。

　ゾーン２
　　わき水付近や、ヤナギ、ハンノキ群落内を、親
　水・学習の場と位置づけ遊歩道を整備する。わき
　水の池を現況より広げ、より人が近づきやすいよ
　うにする。
　ゾーン３
　　真名川本来の水辺植生帯の復元を目指す。砂利
　状の河原を復活させ、カワラハハコやカワラヨモ
　ギなどの植生を再生する。
　ゾーン４
　　真名川本来の水辺植生帯の復元を目指す。自然
　の洪水により、砂利状の中州が維持されるように
　する。瀬とふちがはっきりした川底とし、魚類が
　豊富となるようにする。
　ゾーン５
　　現在の魚が多くすむ小川に加え、もう一本小川
　を整備することで、魚の豊かな川とする。子ども
　が気軽に魚を捕まえられる場や、散策路を通りホ
　タルなどの自然観察ができる場として整備する。
　ゾーン６
　　子どもが安心して泳いだり水遊びしたりできる
　小川を整備。ヤナギなどで日よけの林を設ける。

ゾーン（地域）ごとの目標
方法検討

モニタリング調査

施工

原因追求

評価 目標

モニタリング調査計画の概念図

目標

見直しを行いながら
目標実現へ取り組み

ゾーン１

ゾーン５

ゾーン２

ゾーン３
ゾーン４

ゾーン６
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平
成
十
四
年
度
か
ら
改
築
工
事

を
進
め
て
い
た
、
富
田
小
学
校
の

校
舎
な
ど
が
完
成
し
ま
し
た
。
事

業
費
は
約
六
億
三
千
万
円
で
す
。

　

普
通
教
室
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
二
階
建
て
で
、
延
べ

面
積
は
千
七
百
七
十
三
平
方
㍍
。

二
階
が
普
通
教
室
で
、
一
階
が
職

員
室
や
保
健
室
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

普
通
教
室
は
、
広
さ
が
以
前
の

約
一
・
四
倍
と
な
っ
た
ほ
か
、
冷

暖
房
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

特
別
教
室
棟
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

プ
ー
ル
も
同
時
に
改
築

リ
ー
ト
造
の
二
階
建
て
で
、
延
べ

面
積
が
八
百
十
九
平
方
㍍
。
多
目

的
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
音
楽
室
や
図

工
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
、
理

科
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
開
放
感
あ
ふ
れ
る
食
堂

棟
は
木
造
平
屋
建
て
で
、
延
べ
面

積
は
三
百
六
十
九
平
方
㍍
で
す
。

　

こ
れ
ら
特
別
教
室
や
食
堂
は
、

一
般
の
人
へ
の
開
放
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
学
校
施
設

と
し
て
は
初
め
て
の
、
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
築
と
同
時
に
、
校
舎

の
南
側
へ
、
新
し
く
プ
ー
ル
を
建

設
し
ま
し
た
。
二
十
五
㍍
四
コ
ー

ス
の
ほ
か
、
富
田
幼
稚
園
の
幼
児

用
プ
ー
ル
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
の
特
別
教
室
棟
や
食
堂

棟
、
普
通
教
室
棟
に
つ
い
て
、
一

般
の
人
を
対
象
と
し
た
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
人
は
、
左
記

時
間
内
に
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
７
日
㊐
午
前
10
時
〜

　

午
後
３
時

問
い
合
わ
せ
先　

富
田
小
学
校
（

　

☎
66
・
４
１
５
０
）　

～３月６日に落成式～ 富田小学校新校舎

３
月
７
日
に
見
学
会
開
催

　

四
月
か
ら
、
真
名
川
を
流
れ
る

水
の
量
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

昭
和
五
十
四
年
の
真
名
川
ダ
ム

完
成
後
、
下
流
で
は
、
水
量
の
少

な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
で
は
、
よ
り
良
い

河
川
環
境
の
実
現
な
ど
に
向
け
、

さ
ら
に
多
く
の
水
を
流
す
こ
と
を

要
望
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
九
年
の
ダ
ム
改

良
に
よ
り
、
ダ
ム
か
ら
五
条
方
せ

き
の
区
間
で
、
毎
秒
〇
・
二
八
立

方
㍍
の
水
が
流
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
真

名
川
発
電
所
の
水
利
権
更
新
に
伴

い
関
係
者
の
協
議
が
整
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
区
間
で
流
さ
れ
る
水

の
量
が
、
毎
秒
〇
・
二
八
立
方
㍍

か
ら
、
毎
秒
〇
・
六
七
立
方
㍍
へ

と
増
や
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
国
や
県
な
ど
関

係
者
の
理
解
を
得
て
、
五
条
方
せ

き
か
ら
下
流
の
区
間
で
も
、
四
月

か
ら
十
一
月
の
八
カ
月
間
、
最
大

で
毎
秒
〇
・
六
七
立
方
㍍
の
水
が

流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
五
条
方
せ
き
か
ら
下
流

を
流
れ
る
水
量
が
増
加
し
た
こ
と

に
よ
り
、
真
名
川
を
流
れ
る
水
の

量
は
冬
期
間
を
除
き
、
従
来
か
ら

流
さ
れ
て
い
る
毎
秒
二
・
〇
立
方

㍍
と
合
わ
せ
、
最
大
で
毎
秒
二
・

六
七
立
方
㍍
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、

魚
類
、
昆
虫
な
ど
の
生
息
環
境
の

改
善
や
川
全
体
の
景
観
保
持
、
改

善
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
下

流
域
で
計
画
を
進
め
て
い
る
「
真

名
川
水
辺
の
楽
校
」
な
ど
へ
の
寄

与
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
実
施
し
た
地
下

水
総
合
調
査
で
、
真
名
川
を
流
れ

る
水
と
地
下
水
と
の
間
に
、
密
接

な
関
係
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
下
水
の
か
ん

養
へ
の
良
い
影
響
な
ど
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
政
策
課
政
策
係
（
1
66
・

　

１
１
１
１
内
線
４
３
１
）

環
境
や
景
観
の
保
持
改
善

◆ 

地
下
水
か
ん
養
な
ど
に
期
待 

◆

　
　
真
名
川
の
流
量
四
月
か
ら
増
加



大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会

　

平
成
十
六
年
一
月
一
日
、
現
在

進
ん
で
い
る
大
野
市
・
和
泉
村
合

併
協
議
に
伴
い
、
両
市
村
の
社
会

福
祉
協
議
会
に
よ
る
合
併
協
議
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
三
日
に
、
第
一
回
協

議
会
が
有
終
会
館
で
開
か
れ
、
そ

の
中
で
次
の
項
目
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
併
の
方
式

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
和 

泉
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
編
入

合
併
の
目
標
期
日

　

平
成
十
七
年
三
月
一
日

合
併
後
の
名
称

　

社
会
福
祉
法
人
大
野
市
社
会
福 

祉
協
議
会

合
併
後
の
事
務
所
の
位
置

　

現
在
の
大
野
市
社
協
事
務
所

　
（
大
野
市
天
神
町
七
―
十
五
）

　

今
後
、
月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
協

議
会
を
開
催
し
、
合
併
後
の
介
護

保
険
事
業
や
支
援
費
事
業
、
組
織

や
機
構
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容

を
話
し
合
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

大
野
市
・
和
泉

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
協
議

　

会
事
務
局（
☎
65
・
８
７
７
３
）

社
会
福
祉
協
議
会
も

　

合
併
協
議
ス
タ
ー
ト

2004.3  広報おおの （７）

　

平
成
十
五
年
十
一
月
か
ら
平
成

十
六
年
一
月
に
か
け
、
第
三
回
か

ら
第
六
回
の
大
野
市
・
和
泉
村
合

併
協
議
会
が
開
か
れ
、
そ
の
中
で

十
項
目
の
合
併
協
定
項
目
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
合
併
の
期
日
を
平

成
十
七
年
二
月
一
日
と
す
る
こ
と

を
は
じ
め
、
和
泉
村
の
財
産
や
債

務
、
職
員
な
ど
を
大
野
市
に
引
き

継
ぐ
こ
と
、
使
用
料
や
手
数
料
、

補
助
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

大
野
市
の
制
度
に
統
一
し
て
い
く

こ
と
な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
泉
村
の
町
・
字
の
区

域
や
名
称
は
、
現
行
ど
お
り
と
な

り
、
現
在
の
大
野
郡
和
泉
村
○
○

は
、
合
併
後
、
大
野
市
○
○
と
な

る
こ
と
も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

(

例)

大
野
郡
和
泉
村
朝
日
↓

   　
  

大
野
市
朝
日

問
い
合
わ
せ
先 

　

大
野
市
・
和
泉
村
合
併
協
議
会

　

 

（
☎
66
・
１
６
０
０
）

取りまとめが進んだ合併協定項目
合併の期日
　合併期日は、平成十七年二月一日とする
財産の取り扱い
　和泉村の財産および債務は、すべて大野市に 
引き継ぐ
一般職の職員の身分の取り扱い
　和泉村の一般職の職員は、すべて大野市の職 
員として引き継ぐ
　和泉村の一般職の職員の任免、給与、その他 
の身分の取り扱いは、大野市の職員と不均衡が 
生じないよう公正に取り扱い、その細目は両市 
村の長が別に協議し定める
　職員数は、定員適正化計画を策定し、定員管 
理の適正化に努める
条例や規則などの取り扱い
　大野市の条例や規則などを適用。ただし、各 
種事務事業について協議調整された内容を踏ま 
え、条例や規則などを整理する
町・字の区域および名称の取り扱い
　和泉村の町・字の区域や名称は現行どおり
一部事務組合などの取り扱い
　和泉村は加入している一部事務組合から、合 
併の前日をもって脱退。ただし大野地区消防組 
合は、合併の前日に解散し大野市へと引き継ぐ
  大野市公共施設管理公社と和泉村公園施設管 
理公社については、合併時に統合できるよう体 
制を整備する
　第三セクターについては、今後も継続する
公共的団体などの取り扱い
　公共的団体などについては、合併後の速やか 
な一体性を確立するため、各団体の経緯、実情 
などを尊重しながら統合整備に努める
(1)  両市村に共通している団体については、合
　　併時に統合するよう調整
(2)  統合に時間を要する団体については、将来
　　統合するよう調整
(3) 両市村独自の団体については、現行どおり   
　　とするが、地域全体の均衡を保つよう調整

慣行の取り扱い
　市章、シンボルマーク、市民憲章は、大野市 
のものを用いる
　市の花・木・鳥については、合併を機に新し 
く制定する

使用料、手数料の取り扱い
　使用料は受益者負担を原則とし大野市の制度 
に統一する
　ただし、住民生活に多大な影響を及ぼすもの 
は、従来からの経緯や新市全体での均衡に配慮 
しながら調整する
　手数料は原則として大野市の基準に統一する

補助金、交付金などの取り扱い
　補助金、交付金などは原則として大野市の制 
度に統一する
　ただし、両市村独自の補助金や交付金などは 
従来からの経緯に配慮しながら、市域全体の均 
衡を保つよう調整する



2004.3  広報おおの

「こころ」の健康

2004.3　№ 180

～ちょっと気になる健康料理～
シュンギクとハルサメの酢の物

（エネルギー：48㌔㌍　塩分：1.3㌘）
　シュンギクは、β－カロテンや食物繊維がたっぷり
含まれた美肌効果の高い野菜。旬を迎えるこの時期、
おいしくいただきましょう。
①沸騰したお湯でシュンギクをゆでる。ゆで上がった
ら水分を絞り4㌢程度の長さに切る

②ハルサメを湯に入れてもどす。湯を切り、食べやす
い長さに切る

③エノキダケは根元を取り除き、半分の長さに切って
ゆでる

④シュンギク、ハルサ
　メ、エノキダケを混
　ぜ、合わせ調味料で
　あえて出来上がり

メニュー考案：食生活改善推進員（若葉会）

材料（４分）
　シュンギク・・・160㌘
　ハルサメ（乾）・・40㌘
　エノキダケ ・・・60㌘
　　だし汁・・・大さじ3
　　酢・・・・・大さじ3
　　砂糖・・・・小さじ2
　　しょうゆ・・小さじ2
　　みりん・・・小さじ1
　　塩・・ 小さじ4分の1

　

平
成
十
二
年
、
市
内
の
四
十
〜

六
十
四
歳
の
男
女
、
二
千
七
百
人

を
対
象
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ヘ
ル
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
二
七
・
三
％
の
人

か
ら
、
日
常
的
に
疲
労
感
が
た
ま

っ
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
り
、
七

〇
・
五
％
の
人
か
ら
、
最
近
一
カ

月
間
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
多
く
の
人

が
、
何
ら
か
の
疲
労
や
ス
ト
レ
ス

を
抱
え
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
ス
ト
レ
ス
も
、
積
み
重

な
る
こ
と
で
大
き
な
負
担
と
な
り

ま
す
。
人
に
よ
っ
て
は
、
不
眠
や

食
欲
不
振
、
頭
痛
や
腹
痛
、
慢
性

疲
労
感
な
ど
、
体
調
に
影
響
が
及

ん
だ
例
も
あ
り
ま
す
。
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
を
保
つ
第

一
歩
は
、
自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
に

関
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。　

　
「
何
だ
か
疲
れ
て
い
る
」
「
最

　

風
邪
や
け
が
な
ど
「
か
ら
だ
」
に
異
常
が
あ
る
と
、
す
ぐ

に
医
者
に
か
か
っ
た
り
薬
を
飲
ん
だ
り
し
ま
す
が「
こ
こ
ろ
」

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
気
に
か
け
て
い
な
い
と
い
う
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
「
こ
こ
ろ
」
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（８）

疲
労
感
や
ス
ト
レ
ス

皆さんの健康づくりを後押しします。保健センター（☎65・7333）

合
わ
せ
調
味
料

近
イ
ラ
イ
ラ
が
続
い
て
い
る
」
な

ど
、
こ
こ
ろ
に
関
す
る
自
己
診
断

を
早
め
に
行
う
こ
と
が
「
睡
眠
を

た
っ
ぷ
り
取
る
」
「
趣
味
の
時
間

を
作
る
」と
い
っ
た
、自
分
に
合
っ

た
方
法
で
の
気
分
転
換
や
ス
ト
レ

ス
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
に
よ
っ
て
は
、
自
分

だ
け
で
悩
み
を
抱
え
込
み
、
だ
れ

に
も
相
談
で
き
ず
に
苦
し
む
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
周
り
の

人
か
ら
声
を
掛
け
、
積
極
的
に
悩

み
や
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
「
何
だ
か
元
気
が
な
い
ね
、
話

を
聞
こ
う
か
」
苦
し
ん
で
い
る
人

に
と
っ
て
は
、
そ
の
ひ
と
言
が
大

き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
対
処
が
、
子
育
て

に
行
き
詰
ま
り
我
が
子
に
手
を
あ

げ
て
し
ま
う
、
深
刻
な
悩
み
に
耐

え
き
れ
な
く
な
り
自
ら
命
を
絶
っ

て
し
ま
う
、
な
ど
と
い
っ
た
事
態

を
退
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
場
合

も
あ
る
の
で
す
。

　

自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
周
り
の
人
の
こ
こ
ろ

に
も
関
心
を
持
て
る
よ
う
心
掛
け

た
い
も
の
で
す
ね
。

　

家
族
や
友
人
な
ど
、
日
ご
ろ
か

ら
温
か
い
声
を
掛
け
合
う
こ
と
の

で
き
る
人
間
関
係
を
保
ち
「
こ
こ

ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
の
両
面
か
ら

健
康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
に
関
心
を
持
と
う

【健康おおの21】今月のキャッチフレーズ

お疲れさま　あなたの心にも
　　　　　　　一声かけてみよう
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暮
ら
し
の

4月スタート !総額表示方式

ア
ド
バ
イ
ス

ア
ド
バ
イ
ス

　

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
、
値
札
や
広
告

な
ど
で
の
「
総
額
表
示
方
式
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
商
品
の
価
格
を
表
示

す
る
際
に
、
消
費
税
を
含
ん
だ
、
総
額
で

の
表
示
を
義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

義
務
付
け
の
対
象
と
な
る
も
の

・
値
札
、
商
品
陳
列
棚
、
店
内
表

　

示
、
商
品
カ
タ
ロ
グ
な
ど

・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
商
品
へ
の
印

　

字
、
張
り
付
け
る
価
格
表
示

・
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
や
、
ダ

　

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
配
る

　

チ
ラ
シ

・
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン

　

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

や
電
子
メ
ー
ル
な
ど
の
媒
体
を

　

利
用
し
た
広
告

・
ポ
ス
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
の「
消
費
税
法
施
行
規
則
」

改
正
に
よ
り
、
販
売
者
は
、
レ
ジ

な
ど
の
代
金
決
済
シ
ス
テ
ム
を
変

更
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
間

に
合
わ
な
い
場
合
、
三
年
間
の
特

例
措
置
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
場
合
も
商
品
の
価

格
に
つ
い
て
は
、
総
額
表
示
の
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
店
頭
の
価
格
表
示
で
は

消
費
税
を
含
ま
な
い
額
を
表
示
す

る
「
税
抜
価
格
表
示
」
が
主
流
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
方
式
で
は

・
レ
ジ
で
請
求
さ
れ
る
ま
で
、
最

　

終
的
に
い
く
ら
支
払
え
ば
い
い 

　

の
か
分
か
り
に
く
い

・
同
一
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
の

　

に
「
税
抜
表
示
」
と
「
税
込
表 

　

示
」
が
あ
り
、
比
較
し
に
く
い

と
い
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
税
を
含
ん
だ
価
格
を
表
示

す
る
「
総
額
表
示
方
式
」
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
解
消
し
、
一
目

で
支
払
い
総
額
が
分
か
る
よ
う
に

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
「
総
額
表
示
方
式
」
の
実

施
に
よ
り
、
値
札
や
広
告
を
見
た

と
き
に
、
い
く
ら
支
払
え
ば
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
購
入
で
き
る
か
簡

単
に
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
商
品
に
つ

い
て
、
価
格
の
比
較
が
容
易
に
な

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
価
格
表
示

に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
煩
わ
し
さ

が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

総
額
表
示
方
式
は
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
販
売
す
る
、
事
業

者
に
対
し
て
義
務
付
け
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
表
示
は
、
店
頭
の

値
札
や
広
告
の
ほ
か
、
カ
タ
ロ
グ

や
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

価
格
が
分
か
り
や
す
く

す
べ
て
の
表
示
が
対
象

市　役　所
生活環境課消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ☎66・1111　内線 464（　　　）

４月以降に認められない表示
（税抜き価格表示）

税抜 9,800円+税

9,800円(税抜)

税抜 9,800円
　税 　490円

４月以降の価格表示
（税込み価格表示）

10,290円

10,290円
(税込)

10,290円
(税抜価格 9,800円)

10,290円
(うち税 490円)

10,290円
(税抜価格 9,800円)

(税 490円)



・
平
成
十
六
年
分
以
降
も
継
続　

※
配
偶
者
特
別
控
除

・
本
人
の
年
間
所
得
が
一
千
万
円

　

以
下
で
、
給
与
収
入
が
百
四
十

　

一
万
円
未
満
の
配
偶
者
が
い
る

　

場
合
に
適
用

　
・
段
階
的
に
控
除
、
最
高
額
は
、

　

所
得
税
で
三
十
八
万
円
、
市
・

　

県
民
税
で
は
三
十
三
万
円

・
平
成
十
六
年
分
か
ら
、
配
偶
者

　

控
除
に
上
乗
せ
し
て
控
除
さ
れ

　

る
部
分
を
廃
止

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民
税

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４

　

２
４
）
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豆の木グループ

　

地
元
産
の
素
材
に
こ
だ
わ
り

今月のスナップ

税金Ｑ＆Ａ
その⑨

■「広報おおの」では、皆さんの
活動や意見など、さまざまな内容
を募集しています。あなたも紙面
に参加しませんか。
〒９１２－８６６６大野市天神町
１－１市役所情報広報課広報広聴
係（☎66・１１１１　内線４４１）
yamabiko@city.ono.fukui.jp

福を願って100㍍の太巻

　

 

「
豆
の
木
グ
ル
ー
プ
」
は
、
地

元
産
の
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
手
作

り
み
そ
の
加
工
・
販
売
に
取
り
組

む
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
の
加
工
場
で
十
年
ほ
ど
前

か
ら
み
そ
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た

メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
奥
越
の
女

性
農
業
者
六
人
で
結
成
。
平
成
十

三
年
十
月
、
専
用
の
加
工
場
建
設

に
合
わ
せ
て
、
本
格
的
に
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

　

材
料
に
は
、
自
分
た
ち
で
育
て

た
青
大
豆
「
お
お
だ
る
ま
」
を
は

じ
め
、
奥
越
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や

天
然
塩
、
地
下
水
を
使
用
。
寒
さ

が
厳
し
く
な
る
一
〜
二
月
に
仕
込

み
を
行
い
、
約
九
カ
月
間
か
け
て

じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ん
に
安
全
で
安
心
な

も
の
を
届
け
た
い
の
で
、
添
加
物

を
使
わ
ず
素
材
の
味
そ
の
も
の
を

生
か
し
て
造
っ
て
い
ま
す
。
大
野

の
き
れ
い
な
水
と
、
寒
暖
差
の
激

し
い
気
候
が
、
青
大
豆
特
有
の
甘

み
と
こ
く
を
引
き
出
し
て
く
れ
る

ん
で
す
よ
。
昔
な
が
ら
の
み
そ
を

食
べ
た
こ
と
が
な
い
人
、
特
に
子

ど
も
た
ち
に
、
こ
の
味
を
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
代
表
を
務
め

る
長
田
泰
子
さ
ん
。

　

お
客
さ
ん
と
の
触
れ
合

い
を
大
切
に
し
よ
う
と
、

加
工
場
で
の
手
売
り
を
中

心
に
販
売
。
昨
年
十
一
月

に
は
加
工
場
な
ど
を
会
場

に
交
流
会
を
開
き
、
豚
汁

や
田
楽
な
ど
、
み
そ
を
使

っ
た
ふ
る
さ
と
料
理
を
振

る
舞
っ
た
そ
う
で
す
。

　

 

「
自
分
た
ち
が
こ
だ
わ

り
を
持
っ
て
作
っ
た
み
そ

が
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら

お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
い
」
「
野
菜
の
み
そ
漬

け
な
ど
、
み
そ
を
生
か
し

た
商
品
を
作
り
、
大
野
名
物
と
し

て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」

と
皆
さ
ん
。
最
後
に
全
員
が
「
こ

れ
か
ら
も
気
の
合
う
仲
間
と
楽
し

く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

長
田
さ
ん(

☎

65
・
５
１
０
６)

　
　

平
成
十
六
年
分
か
ら
、
所
得

　
　

税
や
市
・
県
民
税
で
配
偶
者

(

妻
ま
た
は
夫)

の
控
除
に
つ
い

て
変
更
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
配
偶

者
に
関
す
る
控
除
に
は
「
配
偶
者

控
除
」
と
「
配
偶
者
特
別
控
除
」

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
給
与
収
入
が
百
三
万

円
未
満
の
配
偶
者
が
い
る
場
合
、

こ
の
両
方
の
控
除
を
同
時
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
配
偶
者
特
別
控
除
の
一

部
が
廃
止
さ
れ
、
平
成
十
六
年
分

か
ら
両
方
の
控
除
を
同
時
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
配
偶
者
控
除

・
給
与
収
入
が
百
三
万
円
以
下
の

　

配
偶
者
が
い
る
場
合
に
適
用

　
・
所
得
税
で
三
十
八
万
円
、
市
・

　

県
民
税
で
三
十
三
万
円
を
控
除

　
　
　

配
偶
者
特
別
控
除
の

　
　
　

一
部
が
廃
止
さ
れ
ま
す

ＱＡ

配偶者
特別控除

配偶者
特別控除

配偶者控除と配偶者特別控除（所得税の場合）

平成15年分まで（両方同時に
　　　　　　　　控除あり）76

38

0
70 103 141

配偶者
特別控除

配偶者
特別控除

配偶者控除

控
除
額（
万
円
）

配偶者の給与収入（万円）

平成16年分以降
（どちらか一方を控除）　

38

0
103 141

配偶者
特別控除

配偶者控除

控
除
額（
万
円
）

配偶者の給与収入（万円）



　

昨
年
十
月
、
蕨
生
小

学
校
で
保
護
者
や
地
域

の
人
を
招
い
て
「
お
米

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
以
前
か
ら
行
っ
て
い

る
収
穫
感
謝
祭
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
児
童
が
コ
メ
を
テ
ー
マ
に
学

ん
だ
こ
と
を
、
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

午
前
中
は
、
自
分
た
ち
で
育
て

た
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
て
、
お
に

ぎ
り
作
り
に
挑
戦
。
田
ん
ぼ
を
貸

し
て
く
れ
た
農
家
を
は
じ
め
、
作

業
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
Ｊ
Ａ
の
指

導
員
や
地
域
の
お
年
寄
り
な
ど
と

一
緒
に
、
取
れ
た
て
の
新
米
を
お

な
か
い
っ
ぱ
い
味
わ
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
各
学

年
の
発
表
で
す
。
最
初
は
一
・
二

年
生
が
、
収
穫
を
祝
い
「
お
み
こ

し
」
を
披
露
。
法
被
姿
で
威
勢
良

く
体
育
館
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
三
・
四
年
生
が
イ
ネ
の

2004.3  広報おおの （11）

　皆さんは中学生のころ「将来、
何になりたい ?」と聞かれて、す
ぐに答えることができましたか。
　今回は、中学生などを対象とし
た仕事の百科事典を紹介します。
　動物やスポーツ、映画、音楽、
料理など、さまざまなキーワード
から、514種もの職業を掲載。そ
の概要や現状、必要な資質などに
ついて詳しく説明しています。
　このほかIT(情報技術)や環境、
バイオテクノロジーといった新し
い分野での仕事など、子どもの将
来について考えている大人にも、
ぜひ読んでほしい一冊です。

電子メールで市民提案　E-mail　yamabiko@city.ono.fukui. jp
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「お米フェスティバル」

蕨生小学校
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小
嶋
さ
ん
は
、
昨
年
十
二
月
に

発
足
し
た
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
」
の

一
員
と
し
て
、
事
務
な
ど
の
仕
事

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
、
幅
広

く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
ク
ラ
ブ
で
す
。
従
来
の

ク
ラ
ブ
の
よ
う
に
、
特
定
の
種
目

や
世
代
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な

く
、
地
域
全
体
で
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境

づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
「
参
加
す
る
人
み
ん
な
で
つ
く

っ
て
い
く
と
い
う
ク
ラ
ブ
の
趣
旨

に
賛
同
し
、
私
も
協
力
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
家
族
全

員
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、
い
ろ
ん
な

種
目
を
体
験
で
き
る
ク
ラ
ブ
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
と
話
し
て
い
た
ん

で
す
よ
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
多
種
目

だ
け
で
は
な
く
、
健
康
や
趣
味
、

技
術
向
上
な
ど
目
的
に
応
じ
た
コ

ー
ス
設
定
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
特
徴
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
気
軽

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、

企
画
や
運
営
の
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

ク
ラ
ブ
で
は
現
在
、
陸
上
や
テ

ニ
ス
、
軽
体
操
な
ど
約
二
十
種
類

の
コ
ー
ス
で
試
行
活
動
を
実
施
。

四
月
か
ら
の
本
活
動
に
向
け
、
さ

ら
に
内
容
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
準

備
を
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
と
い
う
名

称
に
は
、
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
も
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
を
し
て
い
な
か
っ
た
人
や
、
新

し
い
種
目
に
挑
戦
し
た
い
人
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
友
達
を
つ
く
り

た
い
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に

合
っ
た
楽
し
み
方
を
見
つ
け
て
も

ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
」
と
元

気
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
ク
ラ
ブ
事
務

所(

☎ 

66
・
１
９
９
０)

ま
で
。

成
長
を
記
録
し
た
「
イ
ネ
新
聞
」

や
、
田
ん
ぼ
周
辺
の
植
物
を
ま
と

め
た
「
植
物
マ
ッ
プ
」
を
紹
介
。 

　

ま
た
、
農
具
を
題
材
に
し
た
カ

ル
タ
や
、
田
ん
ぼ
に
息
づ
く
生
物

を
調
べ
た
「
わ
く
わ
く
生
き
物
○

×
ク
イ
ズ
」
の
発
表
で
は
、
会
場

を
訪
れ
た
人
た
ち
も
参
加
し
、
楽

し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
五
・
六
年
生
が
、
農
業

に
関
す
る
専
門
的
な
内
容
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
よ
う
と
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
発
表
。
農
薬
を
使

わ
な
い
有
機
栽
培
や
、
コ
メ
と
人

の
暮
ら
し
と
の
関
係
な
ど
、
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
お
米
の
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ

分
か
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
み
ん
な

大
満
足
の
一
日
で
し
た
。

「
み
ん
ス
ポ
ク
ラ
ブ
」
運
営
に
一
役

　

小　
嶋　
ち
づ
る　
さ
ん
（
43
歳
・
右
近
次
郎
）

村上龍 著　はまのゆか 絵
幻冬舎刊

『13歳のハローワーク』



話題の広場
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　  情報広報課広報広聴係☎66・1111
話題の広場

　家庭・地域・学校が連携して行う教育の一環として2
月7日、スターランドさかだにで「かまくらづくり」が
行われました。阪谷小学校の児童や保護者、先生や地
域の人など約50人が参加。雪の降りしきる中、3時間以
上かけて、高さ約2.5㍍のかまくらを完成させました。

　2月8日、有終会館で「男女共同参画フォーラム」が
開かれました。落語家の林家染ニさんの講演や、市民
など6人によるパネルディスカッションなど、さまざ
まな内容から、男女が性別に関係なく、お互いに住み
よい社会の実現などについて考えました。

考えよう ! 男女共同参画

スターランドでかまくらづくり

　「桃木峠の大杉」をテーマにした絵本集の原
画展が、1月20日～31日にかけ図書館で開かれ
ました。4つの童話、それぞれの世界に合わせ
て描かれた、個性豊かな44点が展示され、訪れ
た人たちの目を楽しませていました。

大杉絵本の原画展

　スポーツ活性化に向け、スポーツ少年大会と講習会
が開かれました。大会には、スポーツ少年団員など約
150人が参加、ダンスやゲームで親ぼくを深めました。
また講習会には保護者や指導者など約70人が参加、講
義と実技を熱心に学んでいました。

活性化に交流や講習



　平成大野屋主催による、大野の名物や伝統を学
ぶイベント「満喫!まつりのごっつお」が、2月14
日に開かれました。今回は市内の企業で、全国に
知られている紙筒会社とはさみ会社を見学。「も
のづくり」へのこだわりなどを学びました。その
ほか、祭りにちなんだ料理の勉強会や食事会など、
盛りだくさんの内容で大野を満喫していました。

支店主と市民、大野を満喫

話題の広場
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話題の広場

　文化財の防災訓練が1月21日、本願清水イトヨの
里を会場に行われました。訓練には、近くの保育園
児や地域の人たちなど約80人が参加。施設の職員が
避難誘導や研究資料の運び出しを行った後、通報で
駆け付けた消防署員が一斉放水を行いました。

　2月11日、エキサイト広場で「第10回K－MOUC
UPジュニアソフトバレーボール大会」が開かれま
した。市内から31の小学生チームが参加し、熱戦
を展開。一生懸命ボールを追う姿に、さかんな声援
が送られていました。

　森林組合・漁業協同組合と市の間で、不法投棄など
の情報提供に関する協定を2月12日に結びました。今
後、廃棄物の不法投棄をはじめ、林道や作業道などの
交通障害、谷川や河川の異常など、さまざまな情報を
市へ提供します。

不法投棄防止へ情報提供で協定

ソフトバレーで汗

本番さながら文化財防火訓練

身近な話題をお知らせください。



大野公民館 ４月から一時移転

　シビックセンター（仮称）の建設に伴い、
4月1日から、大野公民館の事務所機能を文
化会館内へ移転します。
　なお現在の建物（城町）で行っている貸館
業務は、5月末までの利用となります。
問い合わせ先　大野公民館（☎66・2828）

軽自動車など廃車・変更３月中に軽自動車など廃車・変更３月中に
　

か
ら
一
部
を
廃
止
し
ま
す
。

　

廃
止
す
る
項
目

　

・
食
品
の
検
査

　

・
井
戸
水
な
ど
の
水
質
検
査

　

・
浄
化
槽
な
ど
の
放
流
水
検
査

　
　

こ
れ
ら
の
検
査
は
今
後
、
民

　

間
の
検
査
機
関
で
行
っ
て
く
だ

　

さ
い
。
検
査
機
関
の
情
報
な
ど

　

は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

●
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
の
設
置

　
　

乳
幼
児
が
い
る
家
族
の
外
出

　

を
支
援
す
る
た
め
、
奥
越
健
康

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
「
ベ
ビ
ー

　

ル
ー
ム
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
　

セ
ン
タ
ー
へ
の
用
事
の
有
無

　

に
か
か
わ
ら
ず
、
乳
幼
児
を
連

　

れ
て
の
休
憩
や
、
家
族
同
士
の

　

交
流
場
所
と
し
て
、
自
由
に
利

　

用
く
だ
さ
い
。

　

場
所　

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　
　

５
時
15
分
（
月
〜
金
）

　

内
容　

授
乳
コ
ー
ナ
ー
、
お
む

　
　

つ
換
え
コ
ー
ナ
ー
、
遊
戯
ス

　
　

ペ
ー
ス
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

奥
越
健
康
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
66
・
２
０
７
６
）
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3月

募
集
団
地　

西
里
団
地

規
格　

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

家
賃　

月
額
６
６
０
０
円
〜
１
万

　

９
０
０
円
（
４
月
分
よ
り
）

募
集
戸
数　

１
戸

資
格　

一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
期
限　

３
月
19
日
㊎

そ
の
他　

町
家
住
宅
も
若
干
空
き

　

部
屋
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
☎

　

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
５
）

日
時　

３
月
10
日
㊌
午
後
３
時
〜

場
所　

有
終
会
館

内
容　

白
あ
り
対
策
の
正
し
い
知

　

識
や
、
悪
質
業
者
の
被
害
に
遭

　

わ
な
い
た
め
の
心
得
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
生
活
環

　

境
課
内
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
６
４
）

　

会
社
を
退
職
し
た
人
は
、
厚
生

年
金
や
健
康
保
険
に
代
わ
り
、
国

民
年
金
や
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
が
発
行
す
る
離
職
票
を
持

参
し
、
市
民
課
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
「
退
職
し
て
も
、
す
ぐ
に
再
就

職
す
る
か
ら
」
な
ど
と
届
け
出
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
再
就
職

ま
で
の
期
間
が
、
た
と
え
１
カ
月

で
あ
っ
て
も
、
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る

場
合
、
原
則
と
し
て
国
民
年
金
保

険
料
を
３
０
０
月
以
上
納
め
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
納
め
る

こ
と
に
よ
り
、
満
額
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
６
）

●
食
品
や
水
質
な
ど
検
査
の
廃
止

　
　

こ
れ
ま
で
県
で
実
施
し
て
き

　

た
検
査
に
つ
い
て
、
４
月
１
日

　軽自動車税は、4月1日現在の所有（使用）者に課税されます。　
　軽自動車やバイク、小型特殊自動車、農耕車の廃車や名義変更は、
3月中に手続きを済ませてください。
●125cc以下のバイク・小型特殊自動車・農耕車
　・手続きは、市役所税務課収税係で行っています
　・廃車にはナンバープレートと印鑑が必要です
　・ナンバープレートをなくした場合でも廃車することができます。
　　ただし、ナンバープレート1枚につき100円の弁償金が必要とな
　　ります
　・名義変更には譲渡証明書（用紙は市役所税務課収税係にあります）
　　と自賠責保険証明書、印鑑が必要になります
　・所有（使用）者が市内に転入した、市外へ転出したという場合も、
　　市役所税務課収税係へ届け出ください
●軽四輪自動車・125ccを超えるバイク
　・手続きは、それぞれ県軽自動車協会と県二輪車協会で行います。
　　詳しくは車両を買った販売店にお尋ねください
問い合わせ先　税務課収税係（☎66・1111内線422）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

悪
質
商
法
を
防
ご
う

　
　
　

消
費
者
学
習
会

奥
越
地
区
消
費
者
行
政
連
絡
会

会
社
を
退
職
し
た
人

　

国
民
年
金
届
け
出
を

市
民
課

検
査
の
一
部
廃
止
と

ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
の
開
設

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

犬の飼い方に責任を
・放し飼いはやめましょう
・ふんの始末は責任を持って
　きちんと行いましょう
・繁殖制限を考えましょう
・狂犬病の予防接種は、毎年
　必ず受けさせましょう

保健センター



春の火災予防運動週間
3月20日㊏～26日㊎

　春は空気が乾燥し、風の吹く日が多い、火災の発
生しやすい時季です。火の取り扱いには十分注意し
てください。
　また、山菜取りなどで入山する
場合、たばこの吸い殻は投げ捨て
ないで必ず持ち帰ってください。

　火の用心のポイント
・寝たばこは絶対にしない
・家の周りに燃えやすい物を置かない
・火災を小さいうちに消すため消火器を備える
・ガスコンロなどのそばを離れるときは必ず火を消す
・ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使う
・寝具や衣類からの火災を防ぐため防炎製品を使う
・お年寄りや体の不自由な人を守るため、隣近所で協
　力体制を作る

2004.3  広報おおの （15）

● INFORMATION

●
ア
ジ
ア
ン
テ
ィ
ー
教
室

　

日
時　

３
月
21
日
㊐
午
後
１
時
〜

　

内
容　

い
ろ
い
ろ
な
国
の
お
茶

　
　

の
入
れ
方
、
効
用
な
ど

　

定
員　

15
人

　

参
加
料　

８
０
０
円
（
３
〜
４

　
　

種
類
の
茶
葉
と
お
菓
子
代
）

　

申
込
締
切
日　

３
月
15
日
㊊

●
太
極
拳
教
室

　

日
時　

４
月
６
日
㊋
〜
６
月
22

　
　

日
㊋
（
計
10
回
）
午
後
７
時

　
　

30
分
〜

　

定
員　

15
人

　

参
加
料　

無
料

　

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
上
履
き

　

申
込
締
切
日　

３
月
29
日
㊊

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
65
・

　

７
２
２
１
）

　

自
分
だ
け
の
農
園
で
有
機
野
菜

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

区
画　

18
区
画
（
先
着
順
）

面
積　

１
区
画
32
平
方
㍍
程
度
・

　

約
４
×
８
㍍

賃
料　

年
額
３
０
０
０
円

募
集
期
間　

３
月
１
日
㊊
〜
５
月

　

31
日
㊊

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に
振
興

　

会
（
☎
67
・
７
２
５
０
）

●
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
野
１
団

　
　
　
　
　

新
隊
員
募
集
説
明
会

日
時　

３
月
６
日
㊏
午
後
７
時
30
分
〜

場
所　

有
終
会
館

対
象　

市
内
に
住
む
保
育
園
、
幼

　

稚
園
の
年
長
組
〜
小
学
校
３
年

　

生
ま
で
（
４
月
現
在
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
１
団
総
務　

尾
崎
尚
美
さ

　

ん
（
☎
66
・
４
２
７
１
）

●
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
野
22
団

対
象　

市
内
に
住
む
保
育
園
、
幼

　

稚
園
の
年
長
組
〜
小
学
校
５
年

　

生
ま
で
（
４
月
現
在
）
の
女
子

定
員　

20
人

会
費　

年
間
８
千
円

申
込
締
切
日　

４
月
10
日
㊏

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

大
野
22
団
委
員
長　

横
田
麗
子

　

さ
ん
（
☎
66
・
３
５
１
３
）

日
時　

３
月
21
日
㊐
午
前
９
時
〜

場
所　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目　

９
人
制
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー

　

ル
（
男
性
３
人
ま
で
）

参
加
資
格　

市
内
に
在
住
か
勤
務

　

し
て
い
る
人
（
中
高
生
除
く
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切
日　

３
月
11
日
㊍

貸
農
園
の
入
園
者
募
集

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
さ
か
だ
に

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

浦
田

　

久
雄
さ
ん
（
☎
66
・
２
６
７
１
）

日
時　

３
月
20
日
㊏
午
前
９
時
〜

場
所　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目　
【
１
部
】
高
校
・
一
般
シ

　

ン
グ
ル
ス
（
代
表
選
手
な
ど
）

　
【
２
部
】
高
校
・
一
般
シ
ン
グ

　

ル
ス
【
３
部
】
中
学
生
シ
ン
グ

　

ル
ス
【
４
部
】
小
学
生
男
女
別

　

シ
ン
グ
ル
ス
【
５
部
】
親
子
ダ

　

ブ
ル
ス
【
６
部
】
男
女
別
ダ
ブ

　

ル
ス
（
小
中
・
高
校
一
般
）【
７

　

部
】
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
（
男

　

女
別
シ
ン
グ
ル
ス
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切
日　

３
月
12
日
㊎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
卓
球
協
会　

芦
原
邦
弘
さ
ん

　
（
☎
65
・
１
２
２
１
）

各
種
教
室
の
参
加
者
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

男
女
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

市
民
卓
球
大
会市

卓
球
協
会

出場者募集　第40回越前大野名水マラソン
日時　5月23日㊐（雨天決行）　
　　　開会式9時～、スタート9時50分～
会場　市民グラウンド
種目
　【２㎞】小学親子（1～3各学年）、小学4年男子・女子
 　　　　小学5～6年男子・女子
　【３㎞】中学男子・女子、一般男子40歳以上、一般女子（高校生は除く）
　【５㎞】一般男子39歳以下・40歳以上、一般女子39歳以下・40歳以上
　【10㎞・ハーフ】一般男子39歳以下・40歳代・50歳以上、一般女子
参加料　親子の部＝1500円、小中学生＝500円
　　　　高校生＝1000円、一般＝1500円（保険料込）
申込締切日　4月15日㊍
申し込み方法　教育委員会や各公民館、エキサイト広場などに置いてある
　申込書に必要事項を記入の上、郵便局で参加料を振り込み
申し込み・問い合わせ先　第40回越前大野名水マラソン事務局
　（スポーツ課内☎66・1111内線532）
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今
冬
の
雪
は
ま
あ
ま

あ
だ
っ
た
が
…
そ
れ
で

も
弥
生
の
声
を
聞
く
と

こ
の
地
も
近
く
、
い
ま

だ
名
の
み
の
春
と
は
い

え
ど
、
季
節
の
巡
り
の

訪
れ
は
歩
み
が
確
か
な
も
の
で
、
な
べ
て
が
早

春
譜ふ

を
う
た
う
▼
「
一
む
き
に
蕾つ

ぼ
み

な
ら
び
て
辛こ

夷ぶ
し

か
な　

立
子
」―

真
っ
先
に
迎
春
を
告
げ
る

花
が
辛
夷
か
。
ま
だ
枯
れ
木
の
ま
ま
だ
と
見
え

て
い
た
、
葉
の
一
つ
な
い
枝
頭
が
膨
ら
み
始
め

る
。
そ
れ
が
程
な
く
青
み
を
帯
び
た
白
い
花
を

つ
け
る
▼
や
が
て
こ
ぶ
し
通
り
の
並
木
の
そ
れ

も
咲
く
だ
ろ
う
。
雪
景
色
に
か
わ
っ
て
、
銀
嶺

を
バ
ッ
ク
に
映
え
る
、
純
白
の
花
盛
り
は
雪
国

の
も
つ
一
景
だ
。
散
り
敷
い
た
へ
ら
形
の
花
弁

を
食
べ
て
、
甘
酸
っ
ぱ
い
よ
う
な
淡
い
香
り
と

味
と
に
、
少
年
の
こ
ろ
春
の
と
き
め
き
を
感
じ

た
▼
辛
夷
は
本
来
モ
ク
レ
ン
の
漢
名
で
、
同
科

の
落
葉
高
木
。
蕾
が
開
く
直
前
の
形
が
子
ど
も

の
こ
ぶ
し
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
が

あ
る
。別
に
初
出
が
筆
の
穂
み
た
い
な
、と
が
っ

た
苞ほ

う

な
の
で
木
筆
と
も
書
く
▼
昭
和
五
十
九
年

に
市
制
三
十
周
年
記
念
で
市
の
花(

と
も
に
木

は
ケ
ヤ
キ
・
鳥
は
ウ
グ
イ
ス)

と
し
て
制
定
さ

れ
た
。
清
楚
な
イ
メ
ー
ジ
、
春
へ
の
あ
こ
が
れ

を
象
徴
し
て
い
る
。
自
然
を
愛
す
る
市
民
性
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
▼
こ
れ
を
放
っ
て

お
く
手
は
な
い
。
生
の
ま
ま
を
生
か
し
て
、
景

色
や
観
光
に
産
物
、
な
ん
で
も
ご
ざ
れ
の
Ｐ
Ｒ

に
、
も
っ
と
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
活
用
が
ほ

し
い
。
例
え
ば
、
花
は
食
べ
ら
れ
る
か
、
有
毒

性
な
の
か
で
、
料
理
の
具
な
ど
に
も
▼
あ
れ
か

ら
二
十
年
、
市
制
五
十
周
年
に
当
た
る
こ
の
年

は
、
ひ
と
つ
原
点
に
返
っ
て
み
よ
う(

武)

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数
人　　　口
　　　　男
　　　　女

１月中の異動

２月１日現在
11,947世帯
39,723人
18,981人
20,742人

前　月　比
－5世帯
－19人
－15人
－4人

転入
転出

52人
57人

出生
死亡

18人
32人

総　件　数
　　件　数
　　死　者
　　傷　者
物損事故

件数内訳

57件
13件
0人
15人
44件

平成16年
１ 月 末 比 較平成15年

１ 月 末
79件
13件
0人
25人
66件

－22件
0件
0人

－10人
－22件

人
身
事
故

発
行　
福
井
県
大
野
市　
　
　
　
　
　
　

編
集　
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

　

特
集
記
事
を
書
き
な
が
ら
、

小
学
生
の
こ
ろ
、
近
所
の
川
や

池
へ
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
り
に

出
か
け
、
中
学
や
高
校
の
夏
休

み
に
は
、
自
転
車
で
、
遠
く
上

流
ま
で
泳
ぎ
に
出
か
け
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
真
名
川

水
辺
の
楽
校
が
、
そ
ん
な
思
い

出
に
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の
に

な
る
と
い
い
で
す
ね(

養)
編
集
後
記

内　訳

　

三
番
通
り
か
ら
、
東
に
の
び

る
毘
沙
門
通
り
。
陽
明
町
一
丁

目
の
交
差
点
近
く
に
、
金
剛
童

子
の
尊
像
が
ま
つ
ら
れ
た
毘
沙

門
堂
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
像
は
、

金
森
長
近
が
大
野
城
を
建
設
し

た
際
に
、
こ
の
方
角
が
鬼
門
に

当
た
る
こ
と
か
ら
、
災
難
を
避

け
る
た
め
ま
つ
っ
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

大
野
え
え
と
こ
㉔

　市が認定した、将来に残していきたいと思う、大野ら

しい建築物や自然などの景観を紹介します。

⑫

柳
廼
社
（
城
町
）

　

亀
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
社
。
明
治
十
五
年
に
旧
藩

士
ら
が
、
藩
主
で
あ
っ
た
土
井
利
忠
公
を
ま
つ
っ
て

建
立
。
参
道
の
木
々
が
季
節
ご
と
に
作
り
出
す
色
鮮

や
か
な
景
観
が
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

曹
源
寺
（
明
倫
町
二―

十
八
）

　

本
町
通
り
の
南
端
に
位
置
す
る
建
物
で
、
江
戸
初

期
（
慶
安
）
の
こ
ろ
に
日
吉
町
か
ら
移
転
し
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
樹
木
が
建
物
を
取
り
囲
み
、
通
り
の

突
き
当
た
り
に
美
し
い
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。


